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Summary 
77 
We have produced a fat emulsion comprised of fat globules less than 2μ in dia-
meter which is safe for intravenous administration. This fat emulsion contains 
15-20% cod liver oil. 
It was planned to study the e妊ectof this emulsion on experimental tuberculosis 
in rabbits in the light of fat metabolism. 
The results were as follows : 
Group A: 
This emulsion was admini?tered intrav巴nouslyto rabbits with experimental 
tuberculos:s, and the body weight, lipase and fat levels of the organs and serum 
were detefmined. 
Comparison of the infused rabbits and the noninfused rabbits showed that the 
former 
a) were better as to general condition, 
b) lost less weight, 
c) showed less fall of lipase levels in the liver and serum, 
d) fully utilized this emulsion. 
Group B: 
When this fat emulsion was administered before the rabbits were infected with 
tuberculosis, it was proved that these rabbits were maintained in better condition 
than those in Group A. 
From these results it is clear that th;s emulsion has a good e妊ecton tuberculosis. 
In regard to the mechanism .of the action of this fat emulsion, it is believed 
to be as follo•vs : 
1) This fat emulsion is fully utilized from the s巴nseof nutrition, 
2) inhibits the growth of tuberculous bacilli, 
3) neutralizes the action of the toxin of tuberculous bacilli. 
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結核症に対して栄養療法が重大な意味を持っている
事は既に常識である．これについては， Dettweiler,
Weigert, Schroder等の研究があり，腸肪豊富食が治
療効果を有すると発表されてから既に久しい．
我国でも熊谷岱穣名誉教疫の研究以来，飯田，大
森，原村，岩間，本国等各氏の研究があり，他方には
中村の様にこれに疑義を表明している研究者もある
が，しかし今日では結核治援金としての脂肪豊富食の
地位は，大凡確立したかに見える．すこピ何故有効であ
るかについては信ずるに足る綴拠は未だ示されていな
L、．
而して3大栄養素の中で脂肪の新陳代謝は，他の2者
に比べて最もその状況が判明していないと云ってよ
むその吸収に関してだけでも， Sinclairの燐脂質仲
介説， Verzarの副腎皮質ホルモン説， Fraserの門脈
吸収説等がられ街不明の点が多い．
まして結核症の様に，新陳代謝の上に著明な変化を
みる疾患に於ては，川に不明の感を深くする．
結核治療食の内容については，熊谷，飯田，中村各
氏の研究があって，茨水化物を出来るだけ節減する点
では略4意見が一致しているか，特に蛋白質と問肪の
関係については議論が多い．これは脂肪の新陳代謝が
次
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化
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参考文献
不明でるる事に恭因する．
叉今日迄の脂肪代謝に関する実験方法は，主として
脂肪を食餌に混合するか，或は国J作用の大きい状態で
注射したものであり，前者の場合には他の栄養素の影
響を，後者の場合には生理的でない副作用の影響を，
仰れも無視し得ないのである．
他方古くから消化器系統以外の体液叉は組織につい
てPパーゼの存在が認められ， Kollertによって本磐
素が疾患特に結核と特殊な関聯性をもち，その予後の
良否に応じて増減する事が認められ，更に Rona,
Michaelis両氏によってその測定方法が案出されてか
らこの方面の研究が進み，多くの業績が現れた．そし
てその略々一致した意見として，法出性肺結核≫.び病
勢のt曽惑する時にはその低下をみるが，増殖性の場合
或は回復期には上昇し，時には正常以上となり，以て
予後を判定するに足るとしている．
これと同時に脂肪を経口的又は非経口的に与えると
Pパーゼが崎し，又は結核症患者に脂肪豊富食を与え a
るとリパーゼの上昇と共に症状の好転をみるとしてい
る．
結該の際にリパーゼが低下する機転については飯塚
の詳細な研究がられ而もまた結核症患者に脂肪豊富
食を与えると症状が好転する機転については，我々を
納得させる説明を未だきかない．
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】948年我々の教室で，恩師青柳安誠教綬指導の下に
日笠講師は静脈！庁住射の可能な脂肪乳剤の作製に成功
しTこ．
そこでこの際，前述の様に脂肪豊富食が結核症に有
効であるとされている事に鑑み，純粋に脂肪を応用し
得る本脂肪乳剤が，J哀して結核症に有効であるかどう
かを検討し，リパーゼとの関聯性を検索するのは意味
ある事と考える．
さきに東北大学徳山は同じ目的で Yanolを以てこ
の点を追求しているが，Yanolが果して中性脂肪を主
としたものであるかについては疑問が多いところであ
る．
叉現子主主主の研究では血清中のリ パーゼを主として測
定し，臓器のそれを測定したものが少しかっ脂肪投
与の際にこれを組織学的に追求したものはあるが， 定
量的に出現状態を検討したものは少い．
この点からして我々の脂肪乳剤を笑験的結核家兎に
』ー
注射して， I血清，肝臓，肺臓の脂肪の潜減と共にリパ
ーゼの消長を検討し，その際の一般状態と体重とを併
せ検査する事によって，我 の々脂肪乳剤の結核症に対
する効果を検討したので、ある．
こLではリパーゼを広義の Esteraseの意味に使用
した．
I実験方法
~1）実験動物
試欽は体軍 2.il～2.5kgの家兎．
ヨ腐伯270～300g，野草その他約50gで、飼育， 5～10
日後に体重の増減を認めなくなってから実験に供し
Tこ．
結侠感染動物の一般状態に対する季節の影響は無償
出来ないので，この影響を出来るだーけ避けるために，
後述する各種の条件を季節的に略々平均して分布させ
る様に考慮した．
(2）実験材料
供試材料は血清，肝臓， H市臓．
9パーゼについては古くから血消のそれが主として
取扱われているしiHf臓は全身抵抗投びに新陳代謝ρ
状況をうかがう指標として，肺綴は主としてこの結咳
を取tlkう意味で選んだ．
前節で、j主〆＇－f.：徴な家兎を後述する各穏の条件下に餐
い．夫々の条件を充す日の投餌前fこ，無麻酔で頚動脈
を切断，その前日に脂肪乳剤を注射したものでは，注
射後18～24時間にある搬に屠殺した．
血清は頚動脈から採血し， 2000回転30分遠心法によ
って採取．必要に応じて心臓主主東ljによって採血した
が，この際は肺臓を傷けずに左心室を確突に苦手刷jし得
る様に練習した上で行った．
次いで肝臓並に肺肢を易lj出して，附着する血液を減
紙でよく拭い去った上で，化学天.f-を用いてその一定
量を乳鉢にとった．
リパーゼfil（以下L価と略記する）測定のための酵
素液作製には，一定量の臓器に略々等量の海砂を加
え，4f音重量の蒸溜水を滴下しながら，充分に理署僻曙
狩し， 4枚ガーゼで液過した淡を氷室に12時間以上静
置した後，その上澄液を用いた．
脂肪量（以下F量と略記する）測定のための脂肪始
、出；こは，臓穏の一定重量に略々等量のぬ砂を加え，少
量の蒸溜水と共に充分麿砕して弧状となし，三角ヨル
ペンに定量的に移してこれに約75ccの96%Ethanol 
を加えて5分間沸騰させ，これを滞過し， Z置液の全量
をlOOccとして，その一定量を測定に供した．
この際臓器中に含まれる血液の影響は無視出来ない
が，血液を徹底的に洗い去る時には同時にリパーゼの
一部をも洗い流す事も考えられ，この1の影響撃を－・j.E
にする事はむしろ閑難でるるから；放血によって屠殺
し，臓穏は出来るだけ新鮮なうちに処理し，大血管中
の或は附遣する血液は源紙で除去する事によって，残
存血液による誤差を可及的僅少にした．
叉酵素河更を氷室に静寵すれば，溶解した血液層が上
層に浮くから，これを使用前に除ける事，脂肪定量に
於ては血液の含有するF量が臓器のそれより著明に！Ji'
い事などから，練習によって残存血液の影響を一応無
視出来るものと考えてよい．
(3) L価測定法
Lfilfi測定には児玉桂三教授等の方法を応用した．
但し滋賀としてはTriacetinを，指示薬には 50% 
Ethanolにとかした2% Thymolblau液を使用した．
酵素液に血清を使う時には蒸潟水で倍に稀釈した．
燐酸緩衝液は酵素液を血清に採った場合には pH.
7.7に，臓昔毒液の場合には pH.7.0とした．
(4) F量測定法
脂肪定量は vande KammerのA法（総脂肪陵定
量法）によった．
(5）体重測定
凡そ結核性疾患や栄養に関する実験に於ては，体重
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測定は不可欠であるので，試，款は使用前，屠殺時は勿
論， E週間繭で体：震を測定した．
測定値の処理については，体重趨滅の絶対値でな
く，体重唱減率を考慮に入れ，それによって体軍の
大小による場減の誤差をなくしたものの平均値をとっ
た．
即ち健常家兎の平均体重は 2.2kgであったが，もし
2.3kgの家兎が 2.4kgになったとすると， 2.2kgのも
のは同一条件下では 2.3kg弱となるものと考えられ
る．かLる値を平均して一定条件下の｛本軍の平均値と
定めた．
E予備 f実験
(1) 健常家兎に於けるL価及びF量の動揺
古くから実験動物の性別，毛色，体遺等が実験結果
を左右すると云われているが，その点をまず吟味して
みると，第1表及び第2表に示す機に体震が 2.0～2.5
第1表性別』l<.V:毛色によるL債及びF裁の差異
兎｜性｜毛｜血清 i肝臓｜肺臓
雲｜別｜色戸下τ何FlL I F
:1－~1与引当ぞ－
: I ~11 ~~ ：·：：~1 ~：~~I ；：~ :r= 
???
kgの成著書健常家兎でH.,毛色や性別は顧慮する必要
がない事が判明した．
(2) 家売の結穣感染－
a E経験的結肢に対する考察
結f亥症はその原状，税度など千差万別で，発病機転
につし、ても蘭の毒）J，分母，侵入門戸， f附体の体質，
栄氏七千，1 ：関係し， ~に家兎て、はその低抗力に｛肉体差が
かなりあって，一定の症状を起しにくい．
実験的肺結後症を起させるには多数の方法があるが
大別すると経気道性，経血行性，肺実質内注射法等に
なれこのうちで菌液を静脈内に注射する方法は，菌
の一定量を確実に注入し得るから，実験条件をー定に
するのにもっとも適当でるる．
而もこの場合は体の組織器官のすべてに結核性病変
を包し得るが，なお笑際に注入菌の大部分は怖に集
り，更に肺結核症には浸出裂と憎殖型がるって，その
症状予後等に差異が認められ，かつ叉リパーゼ量もそ
のこ型によって差がちるとされている．
また結核菌を静脈内に注射した時には浸出型が多い
とされ，これにも個体差が影縛するのであるが，この
点を統一する事は実際上出来ないから，結核感染方法
のみを一定にして，他は一応考慮外においた．
我々は以上の考慮の下に，結桜箇を家兎耳静脈に注
射して実験的肺結咳症を作製した．
b 菌裂について
家兎は牛型菌に対する抵抗力が弱いが，人型菌に対
しては抵抗が強い．しかし人規菌も菌量が多い時には
家兎を屠す事が出来る．
この事実を利用して，まず比較的少量の菌を注射す
る事によって一度結伎に感染発病させた後，自然治癒
させる形と，比佼的多量注射してその為聖書死する形と
の二種の状態を，人型 Frankfurt株菌を以て作製し
す乙．
c 結伎菌液作製
Kirchner培地に4週間々隔で・植えついだ菌を，同じ
培地に7週間犠養し，この任愈貨を乾熱滅菌演の漉紙
に侠み，これを滅菌シャーレに入れて， 37°Cの府卵
穏に1時間静置，かくして乾燥七党菌を化学天秤で計
量して，アルコーJレ焔滋菌を施したメノウ乳鉢にとり，
滅菌生理食品益水の一定量と共にていねいに混和して菌
の均等液を作り， lee中に菌5mgを含有させ，試獣の
静脈内にツペJレグリン注射筒で‘注射した．
d 菌量決定
i) 感染後試獣を聖書死させるに足る量
我々の使用したFrankfurt株結穣菌のかなり大量を
静脈．内に注射した場合でも4週間を経過すると，自然
治癒を来すものがあった．
従って結核感染後姥死する形を作るには， 3週間を
目標としたが，その菌量は杉木の研究からしてが~ 12 
mgが適当でるるとの計算になったが， しかしこの点
を更に確める為に次の実験を行った．
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性別及び毛色によるI］：存日数の業興
？司告l圭｜告｜古
: I ~I ~If: I ~I t IfI~ I f
第6表黒色合，同♀，褐色合，同♀，白色合，同平の6匹
よりなる試獣の3群を作り，第1群には体荒毎Ii£ IO 
mg，第2群には 12mg，第3群には 14mgの歯．を住射
した．
生存回数は夫々第 3，第4 ，第 5~更に示す通り であ
る．
?
?
????
??
??
????
? ? ?
?
?
?
?
??
?
?
?
???
? ? 。 ，?
?
?
?
?
??
?
???
第 1lf!o (lOmg/kg) 
｜附mgl生存日数
i) 感染後自然治糠し得る病変を起す菌量
前述の如〈人型菌を試献に注射して死に到らずに，
mも一定の病変を起す量を次の機にして決定した．
その量を大体前項の致死量 12/Kの%と仮定し，体
重毎庖4mgの菌を静脈内に注射し， 4週及び8週後に
屠殺剖検した．
その所見は次の通りでるる．
（い） 4週経過時の所見：
強くやせ，食恩衰え，呼吸困難を示し，肺臓は強く
腫脹し，灰白色貧血状となり，結核結節が充縦し，そ
の形はあたかも澱粉をねってつめた様相を呈し，肝臓
は簿くなれ裳縮する．
（ろ） 8週経過時の所見：
食思回復し，呼吸閤難はなく， f本竜が場加する．
肺臓は褐色を帯びた薄手T、色となり，！灰白色の色調が
なくなり，腫脹も消失して艮柔軟となる．結核結節は
著明に減少し，澱粉僚の感じももはやない．
以上はすべて係取臓器について組織学的検査を行っ
て確めたが，詳細は別に発表する予定である．
さて， 以上の所見によって体震毎庇4mg（以下4/k
と略記する）の菌を注射すれば，かなり激しい肺結核
症を起した後8週の経過で殆ど治癒する実験的家兎肺
結核症を作り得る事が判明した．
(3) 脂肪現郵jの注射量
脂肪を注射する際にその致死量を；cJ',f，己実Jl~H殆ど
みられない．中村（盛）の研究によれば，そのiれE埼
は家＊休：電毎厄1.0gとされているが，これは脂肪乳斉I]
による研究ではないので，我々の場合にはそのま L適
用されない．
麻田の研究によれば，15%脂肪乳斉IJを体：電毎厄2.0
CCC)少量を用いた時て、も，同一脂肪乳剤を経口的［こ一大
量投与した場合に等しL、肝臓組織像を認めているし，
更に一方に於て薬物を経静脈性に用いる時には，その
音十
体重kg
137 平 褐 2,050 20.5 24 
162 会 褐 2,000 20.0 26 
213 平 白 2,100 21.0 22 
240 会 黒 2,300 23.0 22 
242 合 白 2,100 21.0 26 
261 ♀ 黒 2,250 22.5 25 
22～26 
色性兎番号｜
第 2群（12mg/kg)
｜醐叫生存日数体重kg
214 合 2,200 26.4 21 
239 平 2,400 28.!l 19 
259 ♀ 2,000 24.0 20 
267札日早 2,000 24.0 21 
367 合 2,200 26.4 21 
あ8 合 2,200 26.4 23 
19～23 
色
第4表
師号m
鍔~3 群（14mg/kg)
体重勾｜醐mg＼生存日数
14 
13 
16 
lB 
13 
15 
: 13~18 
28.0 
28.0 
322 
32.2 
30.!l 
30.1 
?????
?
色
??????
? 「
?
?
??
??
? ????????
??
???
? ?
??
??
?ー
その結巣，感染後3週間で、施死するに足る菌量は体
重毎託 12mg（以下12/kと略記する） が適当であると
判定した．
叉第6表に示す嫌に毛色や性別による皇室は殆ど認め
られなかった．
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薬剤内用の%～九時には%。で同一効果を期待し得る
とされているから，これらの事実を考慮して， 15%脂
肪乳剤で体重毎駈1.5cc（肝泊 0.225cc）を適当の静脈
内注射量と考えた．
(4) L価及びF置の正常値
試獣を早朝空腹時屠殺して， L価及びF量を測定し
た．その値は7.8表に示されたようである．
第7表血清のL償及びF景
兎喜幸号
240 
245 
367 
369 
457 
489 
573 
574 
1053 
1054 
1170 
1408 
1625 
1831 
範囲
平均
L I F 
1.61 o;I97% 
1.79 0.284% 
1.90 0.175% 
1.os I 0.236% 
1.61 0.172% 
174 
1.40 
I.64 I o.245% 
1.s2 I o.222% 
1.09 I 0.221 % 
I.49 I 0.277% 
I.55 I 0.211 % 
141 
1.42 
1.40～1.90 I 0.112%～0.284% 
I.63 I o.224% 
？｜肝L I F臓｜肺
1053 
1054 
1170 
1408 
4.2s I 3.34% 
4.79 I 4.58% 
5.Cl6 I 3.74% 
4.01 I 3.40% 
4.01～5.0613・34%～ I 4.58% 
4.54 I 3.77% 
2.04 I 3.25% 
2.36 I 3.75% 
I.84 I 3.20% 
1.94 I 2.97% 
l.白～2.3612・貯%～I 3.75% 
2.05 I 3.29% 
範囲
雫JI")
これによれば，正常値にはある備が認められる．
(5) 脂肪乳剤一回注射のL価及びF量に
及1ます膨響
試獣に15%脂肪乳剤を体電毎妊I.5c.c.注射した際そ
のL個並にF量に及ぼす影響とその期聞を検索して，
ζれにより注射回数を決定した．
その結果は第9.10表及び第I,2図fこ示すようで
~る．
第9表 1凶注射時の血清のu質及びF:J詮
時間｜兎番号｜
正常｜苧 均 I i.砧
5分l附 l
IO 
。?
?
?
?
?
?
? ?
? ?
．
?
?????????????????????
??
?
??
??????
??
????
??
?
?
? ?
???
??
．
?
? ? ． ?
??
． ?
?
???
?
．
?
???
??
「 ?
??
「
。 ?
?
??
、』。，?
36 
48 
分
30 
??
???
』??
?
?????
?
?????
?
??
??
?
?
? ????
?
??
?
????
分
3 
6 
371 
718 
1981 
215-均
????????? ????
243 
258 
1357 
卒均
F 
• 0.224% 
0.189% 
0.502% 
0.562% 
0.179% 
0,532% 
0.404% 
0.221% 
0.203% 
0.276% 
0.137%" 
0.280% 
0.367% 
0.261% 
0.207% 
0.236% 
0.118% 
0.187% 
0.147% 
0.233% 
0.1回%
0.189% 
0.141% 
0.147% 
0.252% 
0.180% 
0.162%、
0.216%・
0.244% 
0.207% 
0.206% 
0.333% 
0.268% 
0.269% 
0.221% 
0.175% 
0.191% 
0.196% 
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第10表 1恒l注射時の鱗総のu買＆v=F故
：｜問 .1~~ 171~ 臓
iE1i' 平均 4.54 3.77% 205 3.29% 
5分 1558 4.02 、み36% ’t.74 3.03% 
10分 1360 5.63 9~Q2% 198 3.卯%
30分 1358 3.42 4,20% 1.78 3.63% 
l 1361 3.66 3.10%. 2,00 3.48% 
3 1573 3,90 3,-03% 2.10 2.55,% 
6 1981 3.95 3.60-0,'6 2.00 3.30% 
12 1359 4.05 4.34% ~85 3,50% 
24 1646 5,07 2.70% 1.76 3,00% 
36 1596 3.98 3.24% J.75 3.20% 
48 1357 4.25 3.12% l,84 3.54% 
第 1図脂肪1問注射時のL仙の推移
??
?
0 5 10ι~ 1 3 6 If 24 :-:_, 36 ABd 
第 2 図脂肪 1同注射時~F量の推移
/I ， 
且6
7.0 
_ojJI王均胤
。fTIO羽・ ?? ???
?
? ? ? ?
? 』 ???
?????
?
?
即ち血清胸肪含有量（以下SF＜と掛記する7は注射
後10分で正常値の約2f音量の辰高値に主義し，50～60分で
絡々正常にかえるが，血清PHーゼfrtu＜以下SLと略
記する）は注射後5分で｝JI寺上男すろか．その後は低
し下て3時間に最低値を示し，次いで上昇して24時間
で正常値に戻る．
肝臓脇目方合有量（以下HFと略記する）はSFと略
々問機の傾向を示した．
肝臓リパーゼ価（以下HLと略記するiは注射後30
分聞にかなりの動揺を示して後低下し，次いで上昇
し， 24時間で殆ど正常値巳戻った．
月市臓目旨脚含有量（以下LFと略記する）は10分後十乙
高い値を示l. t乙後，殆ど正常｛直を保った．
肺臓9＇・°.ーゼfit（以下LLと略記する）は正常より
や L低くなり，その後は正常値より少し低い値を保つ
Tι． 
以とを要約すると，脂肪乳剤注射後10分で各臓器共
にFil:が溜加し， 30～60分で正常に戻り， L側はF量
の槽加よりや Lおくれて低下し，市、－］24時間で正常に戻
った．
以上からすれば，脂肪乳剤の注射によって急微に僧
加した脂肪がリパーゼによって処理されろものと考え
られる．
Rnち，我 の々脂肪乳斉IJは大凡24時間毎に注射す るの
が適当で~ると判定した．
(6）連続注射可能の期間
もし結核症の様に長期の経過を辿る疾患に対して，
脂肪乳剤lを使用しようとするならば，これが障碍なし
にどの位長期間使用できるかを検する必要がある．
麻固によれば，肺臓に次いで肝鍛で脂肪の9ボイ 1-・
化が行われる事が判明している．
また－Jj,n旨肪同化力の弱い兎では，連続注射によ
り肝臓に於る開肪同化作用の停滞が考えられる．
これらの点，トらして，脂肝を起さない迄を限度と定
めて注射を続行しf，乙
その成績は第11表に示す通りで，脂肪乳剤単独使用
第ti表脂肪連続注身、lによるHFの推移
週 兎 寺井 号 IH F 
iE1i' 平均 3.77% 
平均 3,17% 
2 －￥均 3.34% 
3 平均 2.73% 
4 平均 3,33% 
5 平均 3.47% 
6 2155 4.36%' 
7 1823 12.19% 
8 1625 12.78% 
9 1831 13,44% 
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では7迎守ふ＼＇ l..H Fが溜加し， 7週以後には完全に日間
肝を認めた．しかし塚田によればこの際メチオニン，ビ
タミン院を併用すれば，家兎といえども全く開肝発生
を認めなかった．
以ヒによって，健常家兎に安全に脂肪乳剤のみの連
続注射を行い得る期聞は5週間と判定した．
目対照実験
(1) 脂肪乳剤連続注射のL価， F量及び
体重に及iます量生響
照肪乳剤l静注の家兎に-;fl：ます影響を検討し，併せて
脂肪代謝の一端をうかがい，他方に於ては後述する結
核家兎に及ぼす影響を検索する場合の対照とする目的
で， 15%脂肪乳剤lを体重毎駈 I.5cc宛5週間連続静手
して，その後更に5週間経過を観察しながら，その聞
の血病及び臓標のL知1及；びF量，及び体重の消長を測
定した．
a L印fi-;flびF量G消長
その成績は第12.13表に示寸ょうである．
脂肪乳剤には5%の剖合に矯萄糖が安定剤として含
有されているので，まず対照として5%萄萄糖液を静
注した試獣群陀ついて検査した．その結果は第14表並
に第3～5図吟示すようである．
SL （第3図上）は，脂肪乳剤j静注開始と共に上昇
を始。勺 2週で最高値を示し，次いで下降して3～4
週間で、略ノ<IE常に廃るが，注射後はf~や L高い値を維
持しf，乙．
SF （第3図下）は静注開始後短時日で急激に騎加
し，再び正常に戻るなど，激しい動揺を示すが， 2週
以後には正常よりやL高い値を維持し，注射終了後2
週間経過すると，むしろやL低い値を示した．
HL（第4図上）はSLと同機，はじめ2週間は高
い値を示したが次いで下降し，倫注射を続けると正常
よりもやL低い値を示し，静注を中止すると正常値に
戻った．
HF （第4図下）は脂肪乳剤静住により却って減少
し，静注中止によって正常値に戻った．
LL （第5図上）はHLに似た傾向仕示し， LF（第
5図下）は第1週に於て高い値を示し，略々i音量以上
になるが， 3週で一旦正常値にかえれ次いで注射終
了後2遡目を頂点として高い値を示した後減少してE
常値に戻った．
b考察
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日平均 1.70 
4 45 1.71 
I 457 1.74 
I 623 1.68 
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第l3表 5%肱泌述絞i'l:lllll~＇の .nit情並に臓日正の L
f員及Y.JFf訟の推移
零｜血清｜肝臓｜肺臓
;1 LI f I LI F I F I F 
~［； I千灼i 1.63 I 0.224刈 4.5413.η%1 2.05 i p,29% 
ii白36' 1.66 I 0.23ゐ%1 4.26 I 3.33%1 2.03 i 3.19% 
3 I 576 I. 76 I 0.245矧 4.49I 3.74%1 1.98 13.05% 
5 12157 I.65 I 0.222%1 5日ooI 3.26%1 2.00 I 3.39% 
7 I 1s1 i.64 I 0.2119創 4.33I 3.83%1 2.21 I 3.21% 
10 11827 1.71 I o.197矧 4.61I 3断 I2.11 j 3.18 
第14表
遡
3.29% 
8.8ヨ%
8.01% 
7.20% 
8.02% 
3.30% 
4.00% 
3.65% 
l.81 
1.89 
1.85 
月干
5.11 
5.51 
5.31 
兎番号
1171 
1172 
平均
遡
10 
1 
脂肪連続注射時の血清Li肝l及びF量
の推移
i且
第 3図4.35% 
5.60% 
3.40% 
4.45% 
2.45 
2.18 
2.01 
2 21 
5.73 
tU6 
5.15 
5.68 
456 
623 
1173 
平均
日
2 
村凧
制・.
3,36% 
宮，22%
3.28% 
3.29% 
l.68 
1.75 
1.72 
l.72 
? ?
???
? ????
????
?
4.04 
3.50 
3.73 
3.76 
l8日｜似｜
阿 I719 I 
I 457 I 
i 574 ! 
i 1635 i 
1千均
i制 3
i 3344 
3616 
千均
3 
4 
"'・ 
＂喝
脂肪連続注射時の肝臓L価及びF量
の推移
第 4図
え52%
4.45% 
3.99% 
3.98% 
] 99 
2.05 
] 83 
196 
3,90% 
3.lb% 
3.34% 
S~47% 
3-03 
393 
336 
3.64 
2154 
2156 
3113 
平均
5 
崎町農
首睡
t 作一一_l_一生一一一→峠2.86% 
4.26% 
3.56% 
212 
2.19 
2.15 
4.16% 
3.78% 
3.97% 
4.12 
4.85 
4.49 
??
?
?
主~続注射！昨の HL, LL，日Fj及びLF
I繊｜肺 i織
F I L I F 
E常 i刊 I4.54 I 3.n % I 2.os I 
370 I 0.12 I 3.糊 l2.27 l 
1051 I 5加 I3沸？利 2.38
I I -I I 
1055 I s.s9 I 3.o唾%斗ご 2.20
平均｜ s.94 I 3;17% I 2.2s 
I 3仰｜
3.14% 
I 3,os% I 
一一一一一一ー 寸ー
2.94% 
主24%"
3.9.0% 
3.34% 
問（函副 2.09 / n.加% 
5.32 .!3町 Il.卯 I4.必
4.76 i 2.70% 2.07 : 2却 μ
4.64 I 2支6＇｝玉・.・ •• 2.02 ' ~.78'} G 
3.s1 I z；悶%I .・ 1.35 2.76% 
4.7o I 弘マ3%: 2.倒 • 2.97% 
6 
<I 
10• 
場加す：4ると共にLLのと男を来し，次いでSLとHL 
b：上昇する．
脂肪の処理がまず肺臓に於℃行われる事は森，
2.28 
2.08 
2.18 
185 
2.15 
2.00 
I 5.70% l抑5.51% 
5.10% 
4.75% 
4.92% 
3.90% 
3.50% 
3.70% 
3.35% 
4.51% 
3.93% 
455 I 4.49 I ・UOヲ4
573 I 4.63 I 4.羽%
平均 I 4,56 I 4.32 % 
24 5 I 4.34 I 3.-0白%
994 I 4.ao I主3ゐ%
平均 I 4.42 I 3.砂%
is24 I 3.48 I 4:22% 
3345 I 4.13 I 4.47 % 
平均｜ 3.81 I 4.34% 
182 
2.31 
2.06 
2.14 
1.84 
1.99 
2.90% 
唱.36%
書，63%
4.12 
4.21 
4.17 
???
??
?
?
7 
8 
9 
10 
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第 5図 脂肪連続性身、｝時の肺臓L！日目及びF畳
の推移 ．
t l司
a‘ 5 岨
掛
. 
τ一一吾
Rogers，料等によって古くから認められているが，麻
田は組織学的に，また我々のもとで仲田は肺臓の泌流
実験によりこれを確認しているので，今ままの実験結栄
も更にこの事実を裏ずけるものと去ってよい．
麻田によれば肺臓に於て，脂肪は網状織内皮細胞系
（以下RESと略記する） に慎寂されて，その多くは
リポイド化されるが，これがりパーゼ産生の根源！とさ
れるRE Sを如l戟し，よってL師の上昇，従って脂肪
処理能｝J cつ it.:進 ~c’米jーものと考えてよいであろ う．
次いで肝臓に於てもPポイ lイとん・行われ，こ与でも
肺臓と同様の機転でL価の上昇がみられ，同時に肺臓，
肝臓，それと共に脚臓のような他の個所のRE Sから
のリパーゼの流入によってSLの上昇をみるものと解
される．このポは－)jに於て行われた教室仲田，妹尾
の溜流実験によっても明らかである．
かくして血液中に連続して注入される脂肪はl仮調に
処理され，肺臓応一時的に滞留したと恩われた腸肪品、
処理されるようになる．
HFが脂肪手L剤静注と共に却って減少する傾向を示すL
のは，脂肪処理能力の上昇と共に肝臓内の府肪が処理
されるものと解釈してよい．
2週以後に於で SF,HF, LF等ι：；！1；にI曽加をみな
いのは，順調に処理されるためと解され，聞もこの際
後述する体重騎加の点からみても，必要以上の鵬肪は
貯臓脂肪に変化するものと解するのが妥当であるう．
次に4～5週に於て SLは正常叉はそれ以下とな
り，而も HL1企LLが正常の範囲ではあるがやL低
くなっているのは，注入脂肪の処理にPパーゼが消費
される為に，その産生カ：迫L、っかず，日旨肪処型能力の
弱い家兎ではFパーゼの不足を来すものと考えざるを
同，a
f容なL、．従ってこの時期にはそれら臓探のF:f置は正常
値以上になるものと理解される，
目注射終了後2週頃に HF,LF共に変動のみられる
のは，処理草された胞肪に再び何等かの原因で移動が起
るものと考えられ，これと似た現象が，脂肪乳剤を一
同だけ注射し？と際にも12～36時間頃に起っている．
SLが注射終了後，向やL高い値を保っているのに
対し， SFはその後やL減少しているのは，注射終了．
後もしばらく個体の脂肪処理緯戸が先進した状態にら
る惑を示すものと考えられ，而もリパーゼのE量生は充
分その要求を繍しているものと恩われる．
c 体重について
：その成績は第15,16表及び第6図に示した様である．
第 6図脂肪連続注射時の体質の増減
封’E
崎•I~ ' .m_ 絵. 
:1 ／片九 一一一一一一二ご三三：刈俄
， ， ．
?
??
?
??
、．
。色＇ . 4 • • 7 " 2・1雇
2週間頃迄に徐々に｛笹か乍らi嘗加し，その後はその
値を維持したが，この事実は注射された脂肪が順調に
利用されている事を示すもので，注入脂肪の毒性は否
定し得るものと考えてよい．
d小括
i) 腸肪乳剤を連続注射する事によれはじめの2
週間を頂点としてL簡は上手可するが，これは脂肪処理
能力の克進を示すものであって，注射をやめてもしば
らくの聞この状態はつrいている．
i）脂肪ははじめ肺臓にとらえられ，肺臓で一定の
変化をうける．
ii）肝臓も脂肪代謝に関与する．
iv）元来脂肪処E霊能力の弱い家兎では，長期連続注
射によって注入開始後4～5週目に到ると脂肪処理に要
するリパーぜの産生がその必要量を充し得ず，やLH 
F,LFの増加を招くが，注射終了と共に速かに正常に
戻る．
v) 脂肪乳剤！連続注射・e，家＊の体質は｛笹か乍ら轡
加する．
(2) <l/K結緩症に於るL価F量及び体重の変化
既述のように Kirchner培地に7週間培養した結核
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第 15表 脂肪連続放射・家兎の体 ！杭
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第 16表 5 % 糖液連続注射時の体 :ff•_
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88 日木外科宝曲第23巻第1号
箇を家兎体震毎妊4mg宛静脈内に注射すると，肺結伎
発病後約8週間て治癒する事が判うたが，時肪乳剤詐
射の場合の対照とする目的で，その8週間の経過を観
察し，体震を測定し， 1週毎にこれを屠殺して臓樗の
E祝的観察の後，標本を採取し，ついでL価及びF量
を測定した．
a 症状及び経過
i) 1週
や与やせて脱毛し，肺臓の列主義は殆ど正常と変りが
ないが，暗号書、色の色調を帯びてくる．そしてこの時期
には殆ど結後結節を認めず，筈l眉も正常と殆ど変りが
なく，手し鍬内での理署砕が容易となる．
i) 2週
肺臓は浸潤性にやLその容積と硬さを増し，正常の
薄赤い色がなくなって，賛血状灰白色の色調を帯び，
φ慣の結核結節が散布するのを認めRつふれる．
ii) 3週
やせ方が強くなり，食思が衰え，飼斜を残すことが
多くなる．
肺は踊脹して硬くなり，結伎結節が1J力膜函及び割面
に多くなり，灰色を塁し，つぶれやすくなる．
iv) 4遡
食思は殆どなくなり，呼疲閑難の状況を示し，時に
死亡するものもあろ．
日i臓の所見は3週のそれよりも科度をまし，結核結
節で充満した形をとる．
肝臓はうすく務縮．
v) 5適
呼吸閃難がなお認められる．
肺臓には多くの結核結節を認めるが，色は帯責赤色
となる．
vi) 6週
食恩はやL回復し，呼吸困難がなくなる．
結侠結節はなお多数あるが，融合した状態ではな
く，赤色を帯びた組織が介在して，分般をはじめι
vii• 7週
食思問復，肺臓の腫脹がとれ，結核結節は大小不揃
いとなり，大~なものでは 3,4 個が融合したようなも
のがあり，且つ個々の境が明僚になる．筈価にも結節
が少くなれつぶれにくくなる．
viii) 8週
殆どやせたのが目立たなくなる．
肺臓全体として灰白色の色調がなくなれ褐色を帯
びT乙薄赤色となる．腫脹を認めず，薄く且つ柔軟にな
る．
結核結節は著院に減少して散在し，数える程ーにな
り，その一つーつが最盛期には政粉をねった｛－，ののよ
うにみえたのに対して，透院な感じとなる．
以上の所見からすると， 2週自に到って病変像が著
明となれ 大体4遡頃をその最盛期とし， S週では殆
ど治癒している事が認められる．
これ等を組織学的にも検査したが，その詳細は別に
報告する．
b L価及びF量
結核症の際のL価を測定した研究は多いが，その殆
どは1.fl¥i脅のそれのみを取り扱い，結核感染組織叉は臓
器，一股状態を知る上に荒要な肝臓のL怖を岡崎に検
索したものは少しあっても断片的である．
我々はこの点に着目し，局所Ht.び全身’的にL価の消
長と併せてF盆の樋減を検討した．
その成績は第17'3竪及び第7,fl図に示されたようであ
る．
第 7図結伎に於る血清」立び臓器のL師の
推移（4/K)
2.S ITJI~ 
2.1l 
4 ~ 
·"->• 
自画
第 8図結核に於る血清-itび臓器のF量の
推移（4/K)
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第17表血清並に臓Imのu貨≫.ぴFf止に及ぼす
結核の影響（4/k)
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平副 1日！。
SFI土 2週自にや L減少した僚に憎加し， L印li •I..＞最も
低い4過に於て最高となり，次いで減少して，問復期
に当る8週には，正常よりや L低い値を示した．
HFは徐々に減少し， HL上り少し遅れて同復に向
った．
LFはHFと略々同機の傾向にあるが，肺臓の病変
が著明となる第2遡に特に減少し， ［＜！I復刻lになっても
同復の緯度が弱い．
c考察
結核感染によって SLは低下し，治糠に向うにつれ
て回復したが，SLの消長がその予後を卜するのに佼
立つ事は多くの研究の教文る処であって，我々の突験
Eニ於てもこの事実を確認し得た．
この機序について同首くからこ説がある．そのーは
結核菌毒素のリパーゼに対する中毒作用によってリパ
ーゼの作用が障碍されるとするものであり，そのこは
結核症に於ては生体の一般状態が悪化する為にPパー
ぜの産生乃ヨミ作用も低下するというのであ／υ
育Ii者の根拠とし℃目崎，飯塚，山本は結核菌死菌体
を家兎に注射しても SLの低下を；i.f!.1，’ヲ，後者の根拠と
しては，他の？符粍性疾患に於ても SLの低下を認めて
いるからである．
これについての我々.＇）説見は後述する．
次に結該症に於る SFの消長につては，森，林，辻
等の研究があり，森は SFが増加するのは，人体組織
がこれを利用し，叉は貯蓄する機能を失つためである
と考え，結核患岩がやせているからといって，これに
脂肪を多量与えるのは徒らに消化管の負担を重からし
めるものであり，この愚ななJーよりも，脂肪代謝機能
を元進させるプ1がよいと述べた．しかし他方では，一
般的に手術侵襲，飢餓，消耗l除疾患の時に，個体はそ
の貯穣Rf'/肪を動員して利用しょ：うとする結果，著明な
脂肪血を招来するという事実は，その倒体の要求を充
すための合目的反応と考えられるから，森の説を全面
的にうけ入れる惑は出来ないのである．
次に HLが結E実感染にょっで低下する司fは，飯塚に
SLは結核感染後低下を始め，最盛期と思われる第 よiL:t'.LfdfiはRES機能と共に上下し，更にRES機能は
4週に於て最低で，その後漸次J：：昇して，8週には殆 結核によって低下するのであるから，この事を考え併
ど回復した． せると理解出来るし，またープJ肺臓の結核性病変に伴
、HLは第1遡に一時的に高い値を示した後低 ドーし， って，前記の動員された開肪の肺！抱資喰細胞による処
SLよりや Lおくれていl復じた． 理機能が著しく阻害されて， 為に肝星芭細胞による代
LLは肺臓の病変が認められる頃から，正常値の範 償的処理の要求が一層増大する事になり， pパーゼの
図でや与高い値を示した， 消費が槌加するとも考えられる．即ちSLの回復にj罵
如 日’本外科宝前第2.3拳第1号
れで.HLの回復する事は，この聞の事情を物語るもの
と考えられよう．
次いでLLがやL高い値を維持する事は，どのよう
に考えたらよいであろうか．
Bergel，熊野御堂，加藤によれば，結核組織には淋
巴球の増加に伴ってFパーぜが多いとしているが，そ
の組織学的事実についてはしばらくおくとしても，我
々の実験結果もよ くこれに一致してL価が高かった．
この点について我々は次の様に考えたい.JWち結核
性病変に基き肺胞賛喰細胞の動員脂肪娯取が不能とな
り，従ってLL消費は減少するために， SL,HLが減
少するにも不拘， LLのみは正常値のやL高い値を保
つものであろう．
また HF,LFが共に減少するのは，体の各部から
脂肪の移動が符われてやせる事実と一致するもので，
一般に消耗性疾患では非常に脂肪の消費が高まってい
る事を物語り，臓器内脂肪の様に直ちに利用し得る鵬
防はどしどし利用されるために，かく減少するもので
あろう．
d 体 京
第l8表に示すように病勢の進展と共に減少し，その
回復にやLおくれて体支も回復する．この事は臨床上
の事実とよ く一致する．
E 小括
i) 精堵感染により SL,HLは箸明に低下L，回
復に向与、と共に」ニ昇する．
i）柿搬は結核病巣となるため， LLはむしろ上昇
する．
ii) SFは増加する．
iv) HF, LFは減少する．
v) 4/:i<結核症では著聞な変化が2週以後に認めら
れる．
(3) 12/K結緩症に絞るl価.F量ゑ（；）＇－
体震の変化
第 18~長紡核家兎の体 重 （4/k)
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多くの研究は，結核症によって死亡する場合と治癒
する場合とでは， LfifITに及ぼす影響が異る事を述べて
いる．しかしこの場合にも SLについて述べたものが
多心臓穏に於るL価の変化及びF量についての祈究
は殆どない．
我々は予備突験で結核菌を試獣体薫毎庖12mgを静
脈内に注射すれば，約3週間で発死する事を認めた．
その3週間の経過を観察し，体重を測定し， 1週間
毎にこれを屠殺して臓提のE視的観察を行った後標本
を採取し，次いでL価及びF量を測定した．
a 症状及び経過
i) l週
殆どやせず企思はよく，肺臓はやL腫脹して，策掲
色を帯びた赤色を呈する．繋位大結後結節を少数認め，
割商にも結節あり．
i) 2週
急にやせるのが目立ち，食。恩も障碍され，肺臓与麗
脹し，灰白色の色調を帯びてくるが，結核結節が特に
多いとふう事はない．
割面も灰白色，賛血状を呈していた．
ii) 3週
強くやせて，食思は全く認められず，呼吸困難が強
かった．
肺臓腫脹は7~睡状に麗腹し，白っぽくなるが，特に
結該結節は増加していない．
第19j量 血液並に臓器のu質及V:F:I置に及ぼす
結核の影響（12/k)
｜兎｜血清｜肝臓｜肺臓
週｜骨 l ト一一一一一ト一一一一一
｜享／ L i F ILIFILlF 両副－1.63,-0~2詞-;5413.7可2.~！司3.29%，~~~~l~~I~ 
0,91 I 0・53B%12.75 I 3.02% 
0.881 0.167~長I 2.12 12.71% 
o.90 I o.336%1 2.16 12.62% 
0.90 I 0.347%1 2.74 I 2.78% 
21ssl o.84 0.403% 2.30 i 2.15% 
41仰 0.71 0.555宇宙 2.27 2.49% 
3 14186 0.93 0.339% 2.41 2.32% 
平均 0.82 0.432% 2.33 2.32% 
1.65 ! 2.58% 
1.72 :2.42% 
l.89 [ 2.38% 
1.75 I 2.46% 
2.40 2.23% 
2.IB 2.82% 
2.51 2.11% 
2.36 2.39% 
以上を要約すると， I週に於〈既に軽度ながら病変
像が現われ， 2週に到って急激に肺水腫の如字病変を
示し， 3週にはその度を増し，主として結核性肺炎の
形で死の転帰をとるものと考えられる．
これらの組織学的検査は，別に発表する．
b L価及びF量
その成績は第10表及び第9,10図に示すようできbる．
SLは低下の一途をたどり， HLも同様．
LL ははじめ低下の傾向にらったが，結核性病~1;;
著明になる頃からむしろ婚加し．姥死直前には正常値
よりやL高くなった．
SFはやはり病変の著明になる第2週頃から急激に
増加し， HFは減少の一途をたどったのに対し， LF
ははじめの1週で‘既にはげしく減少するが，その後に
は大して減少しなかった．
c考察
SLは結核個体の予後と一致する事は既に述べた．
殊にその個体が死亡する際には低下の一途を辿るとさ
れている．
我々は実験的にこれを立証し，同時にHLも同様の
傾向を辿る事を知ったのである．
第 9図結後に於る血清及び臓器のL価の
推移（12/K)
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第 10図結核に於る血清及び臓擦のF量。
推移（12/K)
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LLについては，感染初期に多量の菌が一時に怖臓
に集り， 4/K結伐症の場合に比して，脂肪の要求量が
著しく増大し，動員された脂肪を盛に処理利用する為
にLLの低下を来すが， 2週をすまて結絞性病変が著
明になると共に柿胞賛I良細胞の脂肪倶販が不可能にな
るためにリパーゼ消費が減少し，従ってLLの上昇を
みるものと考えられる．
SFは前節の場合と問機騎加し， HF,LFも前節の
場合と同僚減少する．
かく考えると結伎感染後姥手Eナる場合で、も，治癒す
る場合と同僚の傾向があれ前者は後者の場合の増慈
しつLある相と一致しているのである．
d f本軍
第20表lこ示した嫌に病変が現われる 1週以後に，著
明な減少をみた．
e tJ、括
i) 結t実感染で死亡する場合に（上SL及ぶITU土低下
第20表結核家兎の体重（12/k)
註＼空l。 l 2 3 ＋ 
2122 2000 1900 IW 
2123 2000 1400 2W 
2158 2200 1500 3W 
2277 2200 2100 IW 
2278 2400 2200 2W 
2478 2200 2200 IW 
2479 2400 2050 2W 
4109 2300 1900 3W 
4186 2200 2000 3W 
平均 2240 2250 1840 1800 
の一途を辿る．
i) LLは一時低下し，後上昇する．
ii) SF は培訪日する．
vi) HF, LFは減少する．
v) 12/K結核症では著明な変化が1週以後に認社
られる．
(4) 結弔症でL価が低下する原因Iこ関する考襲
前述の通り結核症に於てL価が低下する原因につレ
ては二説があるが，このことに関して我々は次のよう
第 II図 12/K結伎家鬼と減食家兎の体重比較
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肺結骸症に於けるリパーゼ及び脂肪の消長に関する実験的研究I •n 
な実験を行った．
a 栄養低下実験
予め健常家厄の食訴量を%にへらすと，約3週後に
姥死する事を確めた上で，この実験を行った．
その際の体重減少を図示すれば第11図のようであっ
て，その程度は 12/K結核症のそれよりや L強度であ
る．その際L価及びF量の推移は第21表及び第12,13 
図に示すようである．
趨 Iii~I ！附引宅千
正常｜平均｜州問%14.5413.77%1 2.05 13.29 
1 
2 
3 
3724 1.50 0.327% 4.38 3.69% 1.81 2.85% 
3929 1.53 0.303% 4.43 3.46% 2.17 3.08% 
苧均 152 0.315~長 4.36 3.57% 199 2.96% 
l3346 1.41 0.400% 391 2.82% 1.70 2.94% 
3741 1.49 0.243% 387 3.71% 1.76 3.89% 
平均 145 0.322% 3的 3.26% 1.73 3.42% 
3679 143 0.282% 3.77 3.76% 1.79 4.83% 
3680 1.39 0.219~合 4.11 3,61% 1.98 3.34~面
平均 1.41 0_.252% 3.94 3.68% 1.89 4.08% 
第 12図減食時の血清及び臓器のL価の推移
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第 13図減食時の血清及び臓穏のF量の能移
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の事実であるが，我々の突験もこれに一致した． HF 
の減少は消費される為であるが，結核感染時程著しく
はなく，即ち動員された脂肪による補充もかなり順調
に行われている事を物語っている.LFは脂肪代謝の
一過程として肺臓に抑留される為に増加するものと考
える．
減食の為に飢餓に陥って死亡する際には，唯に栄ま毒
素の不足の他に各穏の条件をも考慮すべき事は勿論で
あるが，結核の場合に於ける様に，肺臓の病変がない為
に肺臓の脂肪処理俊傑は阻害されず．従ってリ バ ぜー
も動員された脂肪の処理に利用される為，結核症の場
合に比べLLとLFft全く逆の様相を示した．従って動
員された脂肪によ る肝臓脂肪の消費に対する補充も充
分に符われており，多少は減少するが結伎症の時稗強
くなし叉肝臓の動員された脂肪を処理する為の負担
も比般的少いと考えてよい．
以上から栄主主状態の低下りL価の低下を招来する
が，結桜症に於けるように激しくはない事がよく判
る．
b 結核菌毒素がSLに及ぼす影縛について
これによればL価は3者共殆ど同僚の傾向で低下す この問題を検討する目的で次のような実験を行つ
るが，結核に於るように激しくはない． た．
F量については， SFが飢餓時に摺加する耕は既知 前述L価測定詰去の項で，SL測定の場合には血清を
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蒸溜水で2f音に稀釈して酵素液とする事を述べたが， かく考えて来ると， SLの低下は前述の脂肪代謝の．
その蒸溜水の代りに，結抜歯を8週間格主をした培地を漏 見地からもうかピい得られるが，毒素による中毒症状
過して菌体を除去したi慮液を200倍となし，またkirch- をも併せ考えることが必要である．
nerの合成液を2f普に稀釈し？と液の2穏を使用した． (5）総 鋸
かくして普通のようにして SLを測従し，その成績 我々の脂肪乳剤が結骸底に対して如何なる影響を与
を第22表に示した． えるかを検討するに当って，その対照として結核家兎
第22表 s Lに及lます結核菌議事艇の影響 に於る変化と，健常家兎に脂肪乳剤を用いた場合とを
1E 1ょ、i" Kirchner Ji¥'養源波ノu＼ 成 液
1.59 1.82 1.34 
1.64 185 1.41 
161 183 131 
これによると Kir油ner合成液によって』土， SLの
作用は克進した．この事は成寄にも明らかであるが，
結後菌毒素を含む培養液液では，明らかにその作用が
抑制された，
c考察
以上2つの実験によると，減食による体重減少が
】2/K結骸症に於ける体重減少よりも大きい場合でも，
L簡の低下がさして著明てないが，結核菌毒素によっ
て明らかに SLの低下を来した事は，結核症に於てS
L,HLの低下を来すのは，栄養軟豊富にも幾分は関係
するが，結後菌簿素に基く中毒現象の為にリパーぜの
作用が阻害される事が大きな原因であると云わざるを
得ない．
邑暗によると．結核菌死菌体によって SLは低下す
るが，無蛋白ツベJレPFンでは影響呼を認めないとじて
いるし，飯塚は結後菌体を数個のフラグシヨンに分け
て，夫4のSLに及ぼす影響を検討して，菌体リポイ
ド及び蘭体蛋自によって SLが障碍されるとしている
が，我々の突験もこれらと矛盾するものではない．
実験的に検索し，次の事実を認識した．
a我々の脂肪乳剤を静注すると，ー般に脂肪処理
能力が元進する．
b 血中に入った脂肪乳剤は，肺臓並に肝臓で処理
されて利用形となれその結果体重の轡加を来す．
c 肺結後症に於ては病像の轡惑と共に SL,HLの
低下をみるが，回復と共に両者は上昇する，柿臓は主
病巣となる為にLLはむじろ上昇の傾向が認められ
る．
d 従来予後のよいものと惑いものでは， L悩の傾
向を異にすーると云われているが，我々の実験では病｛象
とよく一致する事が判明し，死亡するものでは悶復し
ないだけである．
e SL, HLの低下を来すのは，結骸菌毒素がそれ
らの作用を阻害する事に泉くほか，消路性疾患である
本症では，貯蔵脂肪がその必要に応じて動員されるに
もかけコらず，肺臓の病変が著しい時は肺胞貧喰細胞
の脂肪処理機能が魁筈されて，肝星さ諸国胞による代償
的処理機能が充進し，ために HLの消費が局大するの
℃，ひい亡はSLの低下を掠くものと考えられる．
f 上述の理由で動員された脂肪は，その要求量に
応じて充分にすべてを利用し切れないために， SFは
憎加するにもかLわらず，HF,LFの減少を来すもの
と解したい．
